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イプの骨盤が獲得されたと推論した(以降これを仮説 A と呼ぶ)。 

























討している。またこれにあたってはニワトリの変異体である Limbless mutant を用い、
孔形成に対する大腿骨の影響についても調べている。寛骨の孔の形成には、寛骨と大
腿骨の間にある結合組織様の構造（inter zone）からの物質的要因による作用が重要
であることが示唆されたため、その候補として BMP シグナル阻害因子と Wnt シグナ
ル促進因子を挙げ、発現解析と機能解析を行っている。結果、それぞれの因子に対す
る応答能がヤモリ・カメ・ニワトリで異なっており、この応答能の変化が寛骨におけ
る孔形成（すなわち恐竜型の股関節形成）に重要であった可能性を示唆した。 
これらの結果を、系統的に“恐竜前後”に位置する動物の化石データと併せて考察
し、恐竜の股関節形態の形作りとその進化過程を推定した。最後に、これらの方法論
の有用性と脆弱性について議論し、現生動物の発生過程の理解から過去の動物の発生
過程の変化と形質の進化を推定することの意義と問題点を論説している。 
これらの内容は、本論文の著者が、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
力と学識を有することを示している。したがって、江川史朗提出の論文は、博士（生
命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
